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主な内容

P２　子ども議会
P４　功労者表彰
P７　みんなの広場
P９　お知らせ
P11 相談とお知らせ
P12 健康だいすき

世代を超えて
ふれあいもちつき大会

11月2日、明世小学校で「ふれあいもちつき大会」
が行われ、児童からお年寄りまで約400人が参加
し交流を深めました。
これは、明世小学校PTAが地元農業婦人クラブ

の協力を得て毎年行っているもので、参加者はつ
きあがったばかりのもちを大鍋で作ったトン汁と
一緒に味わいました。



平成15年12月1日

11
月
８
日
、
第
１
回
瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
が
市
役
所

市
議
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
内
の
小
学
６
年
生
を
対
象
に
、
子
ど
も

た
ち
が
持
っ
て
い
る
疑
問
、
要
望
、
未
来
の
夢
な
ど
を

発
表
し
て
も
ら
い
、
市
民
の
声
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に

反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

政
治
に
参
加
す
る
こ
と
や
、
ふ
る
さ
と
の
ま
ち
づ
く
り

に
思
い
を
寄
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う

と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
議
長
（
瑞
浪
小
学
校
　
三
浦
友
紀
さ
ん
）

を
含
め
22
人
が
参
加
し
、
お
と
な
顔
負
け
の
質
疑
に
市

執
行
部
側
も
真
剣
に
対
応
し
ま
し
た
。

今
回
は
前
編
と
し
て
10
人
の
子
ど
も
議
員
の
質
問
・

答
弁
を
紹
介
し
ま
す
。（
後
編
に
つ
い
て
は
次
号
で
掲

載
す
る
予
定
で
す
）

１
、
安
藤
エ
リ
さ
ん

（
釜
戸
小
学
校
）

「
釜
戸
町
の
歩
行
者

を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
」

県
道
に
歩
道
の
設
置
を
、

ま
た
宿
地
区
の
国
道
に
歩
道

橋
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

（
建
設
水
道
部
長
）

県
道
は
沿
線
に
家
屋
が
立

ち
並
び
、
歩
道
設
置
の
た
め
の
拡
幅
は
困
難
、
19
号
バ

イ
パ
ス
の
早
期
着
工
を
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。
歩

道
橋
に
つ
い
て
は
地
下
道
が
あ
る
た
め
設
置
は
困
難
で

あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

２
、
小
木
曽
翔
太
君

（
陶
小
学
校
）

「
く
つ
ろ
げ
る
町
を
」

陶
町
に
お
年
寄
り
が
く
つ

ろ
げ
る
施
設
を
建
設
し
て
ほ

し
い
。

（
市
民
福
祉
部
長
）

地
域
総
合
型
福
祉
施
設
の

構
想
が
あ
り
、
市
内
各
地
で
の
建
設
を
今
後
の
総
合
計

画
に
取
り
入
れ
る
予
定
。
ま
た
陶
町
に
あ
る
よ
う
な
宅

老
所
を
他
地
区
に
も
整
備
し
た
い
。

３
、
中
尾
将
也
君

（
土
岐
小
学
校
）

「
土
岐
川
を
魚
い
っ

ぱ
い
の
川
に
し
て
ほ
し
い
」

土
岐
川
を
き
れ
い
に
し

て
、
昔
の
よ
う
に
い
ろ
ん
な

魚
が
た
く
さ
ん
取
れ
る
よ
う

な
川
に
し
て
ほ
し
い
。

（
経
済
環
境
部
長
）

「
土
岐
川
を
美
し
く
す
る
会
」
が
市
民
参
加
を
得
な

が
ら
河
川
美
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
河
川
パ

ト
ロ
ー
ル
が
巡
回
し
な
が
ら
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
る
。
市

で
も
力
を
入
れ
て
い
く
が
、
市
民
の
心
が
け
も
必
要
。

み
ん
な
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

４
、
中
川
　
栞
さ
ん

（
瑞
浪
小
学
校
）

「
音
楽
の
盛
ん
な
町

へ
」市

民
が
い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン

ル
の
音
楽
が
楽
し
め
る
野
外

ス
テ
ー
ジ
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト

広
場
が
ほ
し
い
。

（
教
育
事
務
次
長
）

市
民
公
園
の
芝
生
広
場
に
野
外
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り

時
々
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、か
な
り
老
朽
化
し
て
い
る
。

現
在
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
を
含
め
た
市
民
公
園
内
施
設
を

再
整
備
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。

５
、
永
井
雄
基
君

（
土
岐
小
学
校
）

「
ゴ
ミ
の
な
い
き
れ

い
な
土
岐
川
の
堤
防
に
し
て

ほ
し
い
」

土
岐
川
の
堤
防
に
ゴ
ミ
を

捨
て
な
い
よ
う
看
板
と
ゴ
ミ

箱
の
設
置
、
月
１
回
の
市
民

一
斉
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
し
て

ほ
し
い
。（

経
済
環
境
部
長
）

現
在
ゴ
ミ
捨
て
の
多
い
と
こ
ろ
に
は
看
板
が
設
置
し

て
あ
り
、
ま
た
要
望
が
あ
れ
ば
そ
の
場
所
に
立
て
て
も

ら
う
よ
う
に
看
板
を
渡
し
て
い
る
。

ゴ
ミ
箱
に
つ
い
て
は
、
設
置
し
て
あ
る
所
が
ゴ
ミ
捨

要
旨

質
問
要
旨
と
答
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内
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要
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あ
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て
場
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
設
置
は

し
な
い
ほ
う
が
い
い
と
思
う
。
ま
た
、
市
で
は
年
に
一

回
の
一
斉
清
掃
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
毎
月
と
も
な
る

と
一
斉
に
多
く
の
人
を
動
か
す
こ
と
は
大
変
難
し
い
。

地
域
で
の
自
主
的
な
活
動
を
お
願
い
し
た
い
。

６
、
長
江
智
也
君

（
釜
戸
小
学
校
）

「
鮎
、
ホ
タ
ル
な
ど

の
住
め
る
土
岐
川
に
」

ゴ
ミ
や
排
水
で
汚
染
さ
れ

る
こ
と
を
防
ぎ
、
き
れ
い
な

川
に
し
て
ホ
タ
ル
や
魚
を
放

流
し
た
い
。

（
経
済
環
境
部
長
）

市
内
全
域
の
家
庭
か
ら
出
る
排
水
を
処
理
す
る
た

め
、
下
水
道
事
業
や
合
併
処
理
浄
化
槽
な
ど
の
水
洗
化

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
釜
戸
町
で
も
下

水
道
事
業
を
進
め
て
い
る
。
下
水
道
が
布
設
で
き
な
い

と
こ
ろ
は
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
も
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
家
庭
で
は
流
し
台
の
排
水
口
に
キ
ッ
チ
ン
ス

ト
レ
ー
ナ
ー
を
つ
け
た
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
石
鹸
・

洗
剤
を
使
用
す
る
な
ど
、川
の
大
切
さ
を
考
え
な
が
ら
、

い
ろ
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
き
れ
い
な
川
を
取
り
戻
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

７
、
新
山
芽
依
さ
ん

（
瑞
浪
小
学
校
）

「
市
の
重
要
文
化
財

の
保
護
を
」

市
民
の
文
化
財
保
護
へ
の

関
心
が
薄
い
た
め
、
学
校
の

授
業
で
取
り
入
れ
た
ら
ど
う

か
。
ま
た
、
文
化
財
の
保

全
・
整
備
に
力
を
入
れ
て
ほ

し
い
。

（
教
育
長
）

学
校
で
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
使
っ
て
地

域
の
す
ば
ら
し
さ
を
学
ぶ
学
習
を
始
め
て
い
る
。
整
備

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
文
化
財
や
関
連
の
看
板
な
ど
は

状
態
を
調
査
し
て
整
備
し
た
い
と
思
う
。

８
、
西
山
美
穂
さ
ん

（
大
湫
小
学
校
）

「
大
湫
に
老
人
ホ
ー

ム
を
」

大
湫
町
は
高
齢
者
が
多

い
。
ぜ
ひ
自
然
環
境
が
整
っ

た
大
湫
に
老
人
ホ
ー
ム
を
建

設
し
て
ほ
し
い
。

（
市
民
福
祉
部
長
）

大
湫
町
は
高
齢
化
率
の
高
い
地
区
で
高
齢
者
向
け
の

施
設
も
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
市
独
自
で
の
建

設
や
運
営
は
難
し
い
。
民
間
活
力
を
利
用
す
る
な
ど
条

件
が
整
え
ば
地
域
と
協
力
し
て
建
設
の
計
画
を
立
て
て

い
き
た
い
。

９
、
羽
柴
明
紗
希
さ
ん

（
陶
小
学
校
）

「
楽
し
く
う
ち
こ
め

る
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い

て
」中

学
校
の
生
徒
数
が
少
な

い
た
め
、
希
望
す
る
ク
ラ
ブ

活
動
が
で
き
な
い
。

他
の
中
学
校
と
合
同
で
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な

い
か
。

（
教
育
長
）

他
の
中
学
校
と
の
合
同
活
動
は
移
動
手
段
が
時
間
的

に
も
金
銭
的
に
も
難
し
い
。
土
・
日
曜
日
に
活
動
で
き

る
よ
う
総
合
型
文
化
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
整
備
を
進
め

て
い
る
。
将
来
は
土
・
日
曜
日
だ
け
で
な
く
平
日
に
も

活
動
で
き
る
よ
う
に
発
展
さ
せ
た
い
。

10
、
林
悠
太
朗
君

（
瑞
浪
小
学
校
）

「
ふ
る
さ
と
の
山
屏

風
山
」

屏
風
山
の
駐
車
場
や
登
山

道
の
整
備
、
展
望
台
の
設
置

等
、
屏
風
山
登
山
者
が
増
え

る
よ
う
に
、
市
で
積
極
的
に

整
備
し
て
ほ
し
い
。

（
経
済
環
境
部
長
）

現
在
、
屏
風
山
の
登
山
道
や
駐
車
場
な
ど
は
地
元
の

方
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
を
利
用
し
て
い
る
。
自
然

環
境
を
少
し
で
も
守
る
た
め
、
人
工
的
な
整
備
は
し
て

い
な
い
。
展
望
台
に
つ
い
て
も
自
然
環
境
を
考
え
た
う

え
で
、
地
域
の
方
々
と
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

瑞浪市役所　1 68-2111
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弁

子どもたちが持っている疑問、要望、未来へ
の夢などを市議会の一般質問形式で発表し、市
の執行部から答弁を求める「瑞浪市子ども議会」
が11月8日に開催されました。市内の小学校６
年生21人が大人顔負けの質問を発表しました。
是非ご覧ください。
（番組再放送　12月13（土） 18時10分～30分）

12月４日（木）
18時10分～30分　岐阜テレビで放送

「瑞浪市子ども議会」

見てね
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瑞浪市功労者表彰・栄誉賞を受けられた皆さん

感謝状を受けられた皆さん

教育功労者表彰を受けられた皆さん

11
月
21
日
、
瑞
浪
市
功
労
者
お
よ
び
教
育
功
労
者
の

表
彰
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
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教
育
・
文
化
・
体
育
な
ど
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た

26
人
と
４
団
体
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

・
小
木
曽
　
健
夫
（
日
吉
町
）

瑞
浪
市
中
学
校
校
長
会
長
・
岐
阜
県
中
学
校
校
長
会

代
議
員

・
武
井
　
風
果
（
土
岐
小
学
校
２
年
生
）

岐
阜
県
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会
小
学
２
年

生
女
子
50
ｍ
優
勝

・
保
母
　
隆
吏
（
土
岐
小
学
校
６
年
生
）

岐
阜
県
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会
　
小
学
６

年
生
男
子
800
ｍ
３
連
覇

・
小
木
曽
　
史
（
土
岐
小
学
校
６
年
生
）

東
濃
地
区
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
女
子
800
ｍ
３
連
覇

・
山
中
　
美
香
（
瑞
陵
中
学
校
３
年
生
）

東
海
地
区
中
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道
女
子
の
部
優

勝
（
70
㎏
以
上
級
）

・
陶
中
学
校
女
子
陸
上
部

第
24
回
岐
阜
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
駅
伝
優
勝

・
瑞
浪
中
学
校

平
成
14
年
度
岐
阜
県
優
秀
校
受
賞

・
瑞
浪
中
学
校

平
成
14
年
度
学
校
環
境
衛
生
活
動
優

良
校
中
学
校
の
部
特
選
校
受
賞

・
瑞
浪
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

平
成
14
年
度
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文

部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞
　
　

員
長
と
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力

・
粟
田
　
忠
彦
（
土
岐
市
）

み
ず
な
み
児
童
合
唱
団
の
指
導
者
と
し
て
、
文
化
芸

術
の
向
上
と
児
童
の
健
全
育
成
に
尽
力

・
河
口
　
建
喜
（
上
野
町
）

市
美
術
展
陶
芸
部
門
審
査
委
員
な
ら
び
に
同
展
運
営

員
と
し
て
美
術
の
振
興
に
尽
力

・
伊
村
　
彰
介
（
日
吉
町
）

市
美
術
展
陶
芸
部
門
審
査
員
な
ら
び
に
同
展
運
営
委

員
と
し
て
美
術
の
振
興
に
尽
力

・
安
藤
　
百
利
行
（
稲
津
町
）

市
美
術
展
陶
芸
部
門
審
査
員
と
し
て
美
術
の
振
興
に

尽
力

・
小
木
曽
亮
一
（
北
小
田
町
）

市
美
術
展
書
部
門
審
査
員
な
ら
び
に
同
展
運
営
委
員

と
し
て
美
術
の
振
興
に
尽
力

・
小
畠
　
修
道
（
春
日
井
市
）

市
美
術
展
書
部
門
審
査
員
な
ら
び
に
同
展
運
営
委
員

と
し
て
美
術
の
振
興
に
尽
力

・
伊
藤
　
公
生
（
土
岐
町
）

市
美
術
展
書
部
門
審
査
員
な
ら
び
に
同
展
運
営
委
員

と
し
て
美
術
の
振
興
に
尽
力

・
森
本
　
登
三
（
上
野
町
）

市
美
術
展
書
部
門
審
査
員
な
ら
び
に
同
展
運
営
委
員

と
し
て
美
術
の
振
興
に
尽
力

・
伊
藤
　
文
生
（
土
岐
町
）

市
美
術
展
洋
画
部
門
審
査
員
と
し
て
美
術
の
振
興
に

尽
力

・
平
子
　
隆
彦
（
稲
津
町
）

市
美
術
展
協
力
委
員
、
同
展
写
真
部
門
審
査
員
な
ら

び
に
同
展
運
営
委
員
と
し
て
美
術
の
振
興
に
尽
力

・
山
内
　
時
夫
（
一
色
町
）

市
美
術
展
協
力
委
員
、
同
展
日
本
画
部
門
審
査
員
な

ら
び
に
同
展
運
営
委
員
と
し
て
美
術
の
振
興
に
尽
力

・
み
ず
な
み
読
書
サ
ー
ク
ル
協
議
会
（
土
岐
町
）

読
書
を
通
じ
て
文
化
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民

図
書
館
の
活
動
に
協
力
し
生
涯
学
習
の
振
興
に
貢
献

・
加
藤
　
千
昭
（
山
田
町
）

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
の
選
手
な
ら
び
に
役
員
と
し

て
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
振
興
に
尽
力

・
福
岡
　
功
洋
（
土
岐
町
）

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
の
選
手
な
ら
び
に
役
員
と
し

て
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
振
興
に
尽
力

・
若
尾
　
憲
治
（
釜
戸
町
）

釜
戸
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
発
展
に
尽
力

・
丹
羽
　
信
三
（
土
岐
町
）

市
体
育
指
導
委
員
と
し
て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
啓
蒙

と
普
及
に
尽
力

・
小
木
曽
　
敏
明
（
陶
町
）

第
55
回
岐
阜
県
体
育
大
会
男
子
40
歳
以
上
走
幅
跳

優
勝

・
竹
山
　
尚
秀
（
陶
町
）

第
55
回
岐
阜
県
体
育
大
会
男
子
25
歳
以
上
40
歳
未
満

砲
丸
投
　
優
勝

・
日
比
野
　
豊
子
（
高
月
町
）

土
岐
小
学
校
薬
剤
師
と
し
て
同
校
の
環
境
衛
生
活
動

を
指
導

・
宇
野
　
智
之
（
日
吉
町
）

日
吉
小
学
校
薬
剤
師
と
し
て
同
校
の
環
境
衛
生
活
動

を
指
導

・
宮
地
　
敏
夫
（
土
岐
町
）

市
青
少
年
育
成
推
進
員
な
ら
び
に
同
推
進
員
会
委
員

長
と
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力

・
纐
纈
　
正
樹
（
大
湫
町
）

市
青
少
年
育
成
推
進
員
な
ら
び
に
同
推
進
員
会
副
委

教
育
功
労
者
表
彰

教教教教
育育育育
関関関関
係係係係
職職職職
員員員員

児児児児
童童童童
・・・・
生生生生
徒徒徒徒

学学学学
校校校校
・・・・
団団団団
体体体体

一一一一
　　　　
般般般般
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市
政
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
23
人
に
表
彰
状
、
全

国
レ
ベ
ル
の
大
会
で
活
躍
さ
れ
た
２
人
に
市
栄
誉
賞

が
、
ま
た
多
額
の
金
品
を
寄
付
さ
れ
た
方
な
ど
６
人
と

11
団
体
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▼
市
の
振
興
発
展
に
寄
与

・
市
川
　
晴
宣
（
陶
　
町
）
市
議
会
議
員

・
勝
股
　
　
敬
（
稲
津
町
）
市
議
会
議
員

・
今
井
　
秋
男
（
土
岐
町
）
市
議
会
議
員

▼
社
会
福
祉
の
増
進
、
民
生
の
安
定
に
尽
力

・
近
藤
　
ハ
ル
（
宮
前
町
）
民
生
児
童
委
員

・
日
比
野
　
哲
（
土
岐
町
）
民
生
児
童
委
員

・
三
輪
田
和
泉
（
稲
津
町
）
民
生
児
童
委
員

・
加
藤
八
重
子
（
陶
　
町
）
民
生
児
童
委
員

・
小
木
曽
　
誠
（
陶
　
町
）
保
護
司

▼
教
育
、
学
芸
、
そ
の
他
文
化
の
振
興
に
尽
力

・
楯
　
　
英
夫
（
土
岐
町
）
小
中
学
校
長
会
長

▼
社
会
教
育
、
体
育
の
振
興
に
尽
力

・
中
島
　
知
三
（
土
岐
町
）
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
会
長

・
馬
場
　
大
輔
（
中
京
高
等
学
校
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
　
柔
道
男
子
個
人
90

㎏
級
　
優
勝

・
鈴
木
　
彰
彦
（
南
小
田
町
）

第
７
回
全
日
本
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

男
子
65
の
部
　
優
勝

▼
公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附

・
足
立
　
宣
之
（
釜
戸
町
）

・
有
限
会
社
　
瑞
峰
造
園
（
明
賀
台
）

・
陶
都
信
用
農
業
協
同
組
合
（
多
治
見
市
）

・
東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協
力
会
（
多
治
見
市
）

・
瑞
浪
中
学
校
生
徒
会
・
瑞
浪
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
加
藤
宏
一
・
加
藤
愛
子
（
土
岐
町
）

・
株
式
会
社
　
日
吉
ハ
イ
ラ
ン
ド
（
日
吉
町
）

・
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
334
Ｂ
地
区
第
２
Ｒ
第

３
Ｚ
（
上
平
町
）

・
明
世
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
明
世
町
）

・
株
式
会
社
　
ア
ル
ペ
ン
（
名
古
屋
市
）

・
加
藤
勝
利
・
加
藤
利
博
（
上
野
町
）

・
小
木
曽
　
多
美
（
土
岐
市
）

・
笹
俣
　
勇
夫
（
春
日
井
市
）

・
財
団
法
人
　
田
口
福
寿
会
（
大
垣
市
）

・
松
尾
　
浩
子
（
名
古
屋
市
）

・
瑞
浪
桔
梗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
瑞
浪
市
商
業
防
犯
組
合

・
古
山
　
政
夫
（
土
岐
町
）
体
育
協
会
常
任
理
事

・
伊
藤
加
代
子
（
陶
　
町
）
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者

▼
産
業
の
開
発
、
振
興
に
尽
力

・
鰐
部
　
京
子
（
一
色
町
）

県
美
容
業
環
境
衛
生
同
業
組
合
理
事
総
代

・
伊
藤
　
愃
介
（
陶
　
町
）

県
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
連
合
会
副
理
事
長

・
景
山
　
英
夫
（
陶
　
町
）

ス
エ
陶
磁
器
卸
商
業
協
同
組
合
理
事

・
新
山
　
啓
一
（
寺
河
戸
町
）

瑞
浪
市
鉄
工
板
金
組
合
長

▼
保
健
衛
生
の
改
善
、
向
上
に
尽
力

・
勝
股
　
眞
人
（
稲
津
町
）
小
中
学
校
医

・
水
野
　
正
久
（
一
色
町
）
小
中
学
校
歯
科
医

▼
公
益
団
体
の
役
職
員
等
で
、
地
域
活
動
の
発
展
向
上

に
寄
与
、
他
の
模
範

・
増
田
　
定
夫
（
土
岐
町
）

▼
消
防
団
員
と
し
て
、
多
年
職
務
に
精
励
し
、
他
の
模
範

・

木
　
正
光
（
稲
津
町
）

・
安
藤
　
伸
啓
（
稲
津
町
）

・
中
山
　
俊
博
（
明
賀
台
）

・
小
木
曽
達
也
（
北
小
田
町
）

功
労
者
表
彰

地地地地
方方方方
自自自自
治治治治
功功功功
労労労労

産産産産
業業業業
功功功功
労労労労

市市市市
栄栄栄栄
誉誉誉誉
賞賞賞賞

感感感感
謝謝謝謝
状状状状
贈贈贈贈
呈呈呈呈

保保保保
健健健健
衛衛衛衛
生生生生
功功功功
労労労労

公公公公
共共共共
公公公公
益益益益
功功功功
労労労労

消消消消
防防防防
功功功功
労労労労

社社社社
会会会会
福福福福
祉祉祉祉
功功功功
労労労労

教教教教
育育育育
文文文文
化化化化
功功功功
労労労労

社社社社
会会会会
教教教教
育育育育
功功功功
労労労労
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11
月
12
日
か
ら
の
３
日
間
、
日
吉
中
学
校
の
２
年
生

30
人
が
、
市
内
の
保
育
園
な
ど
の
公
共
施
設
や
企
業
な

ど
31
カ
所
で
職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

職
場
体
験
は
、
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
、
働
く
人

の
苦
労
や
生
き
が
い
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年
実
施

さ
れ
て
お
り
、
生
徒
た
ち
は
希
望
す
る
職
場
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
仕
事
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
回
の
職
場
体
験
で
、

み
ど
り
保
育
園
で
働
い

た
板
橋
侑
希
さ
ん
、
市

民
図
書
館
で
働
い
た
工

藤
有
也
乃
さ
ん
、
瑞
浪

郵
便
局
で
働
い
た
加
藤

康
紘
君
は
そ
れ
ぞ
れ

「
み
ん
な
で
遊
ん
で
い
る

の
は
楽
し
か
っ
た
が
、

子
供
た
ち
を
ま
と
め
る

の
は
思
っ
て
い
た
よ
り

大
変
で
し
た
」「
私
は
本

が
好
き
な
の
で
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
で

も
、
棚
に
本
を
返
却
す

る
作
業
は
大
変
で
し
た
」

「
郵
便
物
の
仕
分
け
作
業

な
ど
を
実
際
に
や
っ
て

と
て
も
疲
れ
ま
し
た
。

で
も
機
会
が
あ
れ
ば
ま

た
郵
便
局
で
働
き
た
い

で
す
」
と
話
し
、
働
く

こ
と
の
大
変
さ
や
楽
し

さ
を
感
じ
取
っ
て
い
ま

し
た
。

日
吉
中
学
校
２
年
生
が
職
場
体
験

11
月
17
日
、
釜
戸
駅
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る

全
長
10.9
㎞
の
コ
ー
ス
で
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開

催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
夫
婦
や
親
子
連
れ
約
２
５
０
０

人
が
訪
れ
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

当
日
は
汗
ば
む
ほ
ど
の
小
春
日
和
で
、
参
加
者
は
色

づ
き
は
じ
め
た
紅
葉
を
観
賞
す
る
な
ど
竜
吟
峡
を
は
じ

め
と
す
る
自
然
に
囲
ま
れ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

満
喫
し
ま
し
た
。

釜
戸
町
、
大
湫
町
の
両
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

や
竜
吟
湖
周
辺
に
設
け
ら
れ
た
地
元
住
民
に
よ
る
出
店

で
は
、
ア
ユ
の
塩
焼
き
や
五
平
餅
、
山
菜
お
こ
わ
な
ど

を
ほ
お
ば
る
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
ク
に
２
５
０
０
人

11
月
10
日
、
秋
の
叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
た

千
田
文
夫
さ
ん
（
土
岐
町
）
と
土
屋
大
蔵
さ
ん
（
和
合

町
）
を

嶋
市
長
が
祝
福
の
た
め
訪
問
し
ま
し
た
。

千
田
さ
ん
は
、
昭
和
31
年
に
瑞
浪
郵
便
局
に
入
局
、

郵
政
課
で
主
に
集
配
業
務
を
42
年
間
に
わ
た
り
担
当
さ

れ
ま
し
た
。
土
屋
さ
ん
は
、
昭
和
27
年
に
同
郵
便
局
に

入
局
、
簡
易
保
険
の
集
金
や
勧
誘
、
集
配
業
務
を
41
年

間
に
わ
た
り
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

嶋
市
長
は
「
名
誉
あ
る
叙
勲
を
受
章
さ
れ
た
こ
と

を
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
心
か
ら
祝
福
し
ま
す
」
と

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
千
田
さ
ん
と
土
屋
さ
ん
は
そ

れ
ぞ
れ
、「
受
章
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

だ
実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
」「
41
年
間
を
振
り
返
る
と
あ

っ
と
い
う
間
で
し
た
。
今
回
の
受
章
を
大
変
感
激
し
て

い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

叙
勲
受
章
者
を
市
長
が
訪
問
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山田朱音ちゃん（2歳）
土岐町

津怜寿ちゃん（2歳）
土岐町

土 岐 児 童 セ ン タ ー

10
月
31
日
に
青
森
県
で
開
か
れ
た
、
全
国
食
生
活
改

善
大
会
で
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
瑞
浪
市
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
（
宮
地
い
つ
子
会
長
）
の
代
表
が

11
月
５
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
高
嶋
市
長
に
喜
び
の
報

告
を
し
ま
し
た
。

嶋
市
長
か
ら
「
人
は
健
康
が
第
一
で
す
。
長
年
に

わ
た
っ
て
活
動
さ
れ
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
大
変
喜

ば
し
い
受
賞
で
す
」
と
の

お
祝
い
の
言
葉
を
か
け
る

と
、
宮
地
会
長
は
、「
こ

れ
か
ら
も
自
分
た
ち
が
習

得
し
た
も
の
を
地
域
の
み

な
さ
ん
に
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
報
告

今
回
は
、
酒
の
品
質
、
製
法
と
趣
向
、
習
慣
等
の
変

化
に
対
応
し
て
き
た
器
「
燗
徳
利
」
を
テ
ー
マ
に
企
画

展
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
期
　
間

12
月
５
日（
金
）〜
平
成
16
年
２
月
29
日（
日
）

・
場
　
所

瑞
浪
陶
磁
資
料
館

・
入
館
料

大
人
200
円
　
小
中
学
生
100
円

◎
問
合
せ

瑞
浪
陶
磁
資
料
館
　
1
６
７
‐
２
５
０
６

企
画
展
『
燗
徳
利
　
あ
れ
や
、
こ
れ
や
』

瑞
浪
陶
磁
資
料
館

11
月
13
日
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
愛
知
県
高
浜
市
か
ら

文
化
協
会
の
関
係
者
36
人
が
瑞
浪
市
を
訪
れ
、
文
化
交

流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
市
の
文
化
協
会
は
年
１
回
お
互
い
の
市
を
訪
れ
交

流
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
江
戸
時
代
に
中
山
道
の
宿

場
町
と
し
て
知
ら
れ
る
大
湫
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

訪
れ
た
協
会
員
ら
は
、
一
里
塚
の
あ
る
琵
琶
峠
や
神

明
神
社
の
樹
齢
約
１
３

０
０
年
と
い
わ
れ
る
大

杉
な
ど
を
見
学
し
、
江

戸
時
代
の
旧
家
「
お
も

だ
か
屋
」
で
は
茶
道
連

盟
が
た
て
た
抹
茶
を
味

わ
い
な
が
ら
、
琵
琶
演

奏
者
井
村
右
水
さ
ん
が

演
奏
す
る
琵
琶
の
優
し

い
音
色
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

11
月
２
日
・
９
日
の
２
日
間
、
市
民
野
球
場
と
樽
の

上
野
球
場
で
野
球
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

戸
　
狩
（
明
世
町
）

２
　
位

川
　
折
（
稲
津
町
）

３
　
位

中
大
島
（
釜
戸
町
）

本
郷
・
宿
・
宿
洞
（
日
吉
町
）

▽
全
建
総
連
瑞
浪
支
部
（
林
　
正
男
支
部
長
）

様

二
万
三
千
七
百
七
十
円
　
社
会
福
祉
事
業
に

善

意
温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

高
浜
市
と
文
化
交
流
会

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ

野
球
交
流
会
結
果

・
場
　
　
所

自
然
ふ
れ
あ
い
館

・
参

加

費

100
円

・
定
　
　
員

20
人
（
親
子
参
加
大
歓
迎
）

・
申
込
締
切

12
月
14
日（
日
）

◎
申
込
・
問
合
せ

自
然
ふ
れ
あ
い
館（
月
曜
休
館
日
）

1
６
３
‐
０
０
１
５

12
月
20
日（
土
）

10
時
〜
12
時

押
し
葉
絵
に
チ
ャ
レ
ン
ジ自然

ふ
れ
あ
い
館

・
演
　
題

「
妻
が
僕
を
変
え
た
日
」

・
講
　
師

中
央
大
学
法
学
部
教
授
　
広
岡
守
穂
　
氏

・
場
　
所

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
　
講
堂

◎
問
合
せ

男
女
共
同
参
画
推
進
室
　
1
内
線
３
４
５

12
月
７
日（
日
）

14
時
〜
16
時

男
女
共
同
参
画
市
民
講
座
　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
５

▽
開
会
・
議
案
上
程

11
月
27
日

▽
一
　
般
　
質
　
問

12
月
４
・
５
日

▽
採
決

・

閉

会

12
月
22
日

・
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
議
会
事
務
局
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
人
数
の
制
限
が
あ
り
ま
す
）



瑞浪市役所　1 68-2111

平成16年２月から段階的に名古屋国税局管内で国
税電子申告・納税システムが導入されます。
このシステムは、インターネット等を利用して申

告や納税ができるものです。
○利用できる手続き
①所得税申告と個人事業者の消費税申告（２月～）
②法人税申告と法人の消費税申告（３月22日～）
③全税目の納税（３月22日～）
④申請・届出等の一部（３月22日～）

○開始届出書 システムをご利用いただくために
は、開始届出書の提出が必要です。届出の受付は
11月４日（火）から税務署で開始しています。

※詳しくはホームページや税務署の窓口で配布して
いるリーフレットをご覧ください。

○ホームページ http://www.e-tax.nta.go.jp
◎問合せ 多治見税務署　122-0101

～悪質商法やクレジット契約トラブルから
身を守る方法～

・日　時 12月19日（金）13時30分～16時30分
・場　所 県民ふれあい会館　《参加無料》
・講演１「契約トラブルと解決方法～こんな時どうする？」

講師　弁護士　小野万里子
・講演２「知って得する！消費者の基礎知識」

講師 （社）日本消費生活アドバイザー・コン
サルタント協会理事　中部支部副支部長
柴田博子

※講演の題目は若干変更になる場合があります。
・定　員 80名（定員になり次第締切り）
・申込み 電話かFaxで申し込みください。
・締切り 12月10日（水）
◎申込・問合せ 中部経済産業局消費経済課　

1052-951-2560 Fax052-961-9885

多治見市医師会准看護学校では、平成16年度の生
徒を募集します。
・募集人員 30名
・受験資格 義務教育修了（見込み）者で、看護学教

程履修可能な学力のある方
・願書提出 平成16年１月９日（金）～１月30日（金）
・試 験 日 平成16年２月12日（木）
・試験会場 多治見市医師会館　２Ｆ大ホール
・試験科目 数学・国語・英語及び面接
・合格発表 平成16年２月19日（木）
◎問 合 せ 多治見市医師会准看護学校

122－3051

・有料道路の障害者割引について、今までは割引証
を交付していましたが、今後は割引証を廃止し、
割引の有効期限を記載する手続きを行った身体障
害者手帳又は療育手帳の提示のみで割引が受けら
れます。

・この手続きの受付を平成15年12月１日より市役所
社会福祉課にて行います。（すでに交付されてい
る割引証は平成16年５月31日までは利用可能です
が、お早めに手続きを行う事をお勧めします。）

○手続きに必要なもの
１、身体障害者手帳又は療育手帳
２、登録希望自動車の車検証
３、運転免許証（障害者ご本人が運転される場合のみ）
４、お手持ちの割引証
※この他に要件確認のために別途書類等が必要な
場合があります。

・障害者割引の対象となる方及び対象となる自動車
は今までと変更ありません。

・ＥＴＣ利用の障害者割引受付も行いますので、詳
しくは下記までお問合せください。

◎問合せ 社会福祉課　　内線104

5,000円のくじ引きにより陶芸家の作品が当ります。
※９時から整理券を配布
◎問合せ 瑞浪市陶磁器会館　168-0777

【演題】未来を語るシミュレータ
講師　地球シュミレータセンター長　佐藤哲也氏

【演題】核融合技術と生活
講師　核融合科学研究所教授　佐藤元泰氏

◎問合せ 核融合研究所　158-2022

展示作品は抽選で一律一点10,000円で頒布しま
す。
※８時30分から抽選券を配布（１人１枚）
◎問合せ 美濃陶芸協会　122-5551

税務署からのお知らせ 有料道路の障害者割引制度の改正のお知らせ

消費者啓発セミナーのご案内

准看護学校の生徒を募集

12月11日（日）17時30～
セラトピア土岐　大会議室　〈入場無料〉

市民学術講演会の開催

12月14日（日）９時～12時
多治見市文化会館　出品点数160点

第37回美濃陶芸協会「小品展」

瑞浪陶芸協会「小品展」

12月7日（日）10時～　売切れ次第終了
瑞浪市陶磁器会館　出品点数100点



平成15年12月1日

・採用人数 １人　（採用は4月）
・応募資格 ・市内在住で健康かつ身元確実な方

・概ね２年以上勤務できる方
・60歳以上の方（定年は65歳）

・職務内容 事務局の総括管理（事務局長）
・給　　与 月額14万円程度＋諸手当
・勤 務 日 月曜～金曜日（土・日・祝日・正月休み）
・応募方法 市販の履歴書に必要事項を記入し、12

月22日（月）までに提出ください。
・面接予定 １月中旬
◎提 出 先 瑞浪市シルバー人材センター

168-8744

・対 象 者 シルバー技能講習パソコン修了者
・定　　員 20人程度（応募多数の場合は抽選）

（抽選もれの場合は連絡しません）
・講習期間 平成16年１月21日（水）～２月４日（水）
・講習会場 瑞浪共同福祉施設
・参加費用 無　料
・申込締切 12月26日（金）当日消印有効
・申込方法 市役所・各コミュニティセンター・商工

会議所・シルバー人材センターの窓口に
ある申込書に必要事項を記入し提出

◎問 合 せ 瑞浪市シルバー人材センター 168-8744

・期　　日 平成16年１月21日（水）
・場　　所 セラトピア土岐（土岐市土岐津町高山）
・受 講 料 １人5,500円（昼食・テキスト代含む）
・定　　員 100人（定員になり次第締切）
・締　　切 平成16年１月16日（金）
・申込方法 写真１枚（縦３cm×横2.5cm、裏に氏

名）と受講料を添えて下記まで
◎申込・問合せ 東濃産業労働協会　
〒507-0801多治見市東町1-9-3 124-4595

・入場料 前売券300円　当日券500円　
小学生以下は無料　

・チケット取扱い まなびパークたじみ 123-7022
◎問合せ 129-2955 高村まで

第５回市民講座「ソーラーＦ１を作ろう」
・日　時 平成16年１月24日（土）
・対　象 小学校５年生以上　　　
・人　数 午前・午後　各30人（先着順）
・参加費 1人1,000円
・内　容 環境に優しい太陽電池を用いた車のキッ
トを作り、太陽電池の仕組みや原理などについて
学びます。また、完成したキットを使って、実際
に太陽の光で動かす実験も行います。

第６回市民講座「コンクリートの秘密を探ろう」
・日　時 平成16年２月22日（日）
・対　象 小・中・高校生　一般
・人　数 25人（定員になり次第締切り）
・参加費 無料
・内　容 コンクリートを使ってお面やインテリア
の小物など様々なものを作ります。また、コンク
リートに関する講義も行います。

○申込み 電話、Eメールもしくは直接申し込む　
（月曜日は休館日で、受付できません）

◎申込・問合せ サイエンスワールド　166-1151
E-mail sciencew@astec-gifu-jp

・名　　称 リコシエ村（瑞浪市寺河戸町1087-1）
・概　　要 緊急通報、安否確認の設備付きのバリ

アフリー住宅
・募集戸数 ６戸・面積　57.97㎡
・入居資格 60歳以上の単身者、60歳以上の方と配

偶者など
・家　　賃 収入により算定
・入 居 日 平成16年４月
・受　　付 12月20日（土）～１月20日（火）
◎申込・問合せ ＪＡ陶都不動産部　54-2125

・対　　象 高校、大学、短大、大学院、専修学校
等に入学・在学されるお子様をお持ち
の保護者で　年間収入が990万円（事
業所得者は770万円）以内の方

・融資期間 10年以内
・融資金額 200万円以内（学生・生徒１人につき）
・利　　率 年1.65％（11月10日現在）
※詳しくは下記へおたずねください。
◎問合せ 国民生活金融公庫多治見支店
〒507-0837多治見市青木町62 122-6341

高齢者向け優良賃貸住宅入居者募集

国の教育ローン【国民生活金融公庫】

職員募集　瑞浪市シルバー人材センター サイエンスワールドのイベント

「技能講習・パソコン（中級）」受講者募集

特定粉じん作業従事者特別教育講習会

御芝居処「バ　ＧＥＮ　はっ！」『雪人魚』を公演

12月21日（日）

まなびパークたじみ　７Ｆ多目的ホール

第１回　13時30分～
第２回　17時30分～
（開場は開演の30分前）



瑞浪市役所　1 68-2111

ハートピア（市民福祉センター）相談室
◆行政相談 市民課　1内線105

日時…12月８日（月） 10時～15時
◆人権・法律相談 市民課　1内線105

日時…12月４日（木） 10時～15時
◆結婚相談 市民課　1内線105

日時…12月３日（水）・10日（水）10時～16時
◆心配ごと相談 社会福祉協議会　168-4148

日時…毎週月曜日（29日を除く）10時～15時　　
◆高年齢者職業相談 商工課　1内線481

日時…火・木・金曜日（30日を除く）
９時～16時

市役所１階市民相談室
◆身体障害者相談 社会福祉課　1内線104
日時…12月５日（金） ９時～12時

◆住宅修繕相談 都市計画課　1内線245
日時…12月16日（火） 10時～15時

◆税務相談 税務課　1内線120
日時…12月18日（木） 10時～15時

◆移動家庭児童相談 社会福祉課　1内線104
・陶児童館　12月３日（水）10時～12時
・子育て支援センター（稲津保育園内）

12月３日（水）13時30分～15時30分
・釜戸コミュニティセンター

12月10日（水）10時～12時
・日吉コミュニティセンター

12月10日（水）13時30分～15時30分

こぶし相談室（勤労青少年ホーム）
◆母子相談 社会福祉課　1内線102
日時…12月２日（火） ９時～12時

共同福祉施設（サンライズ）
◆教育相談 学校教育課　1内線488
日時…毎週火・水・金曜日　13時～17時
（２日・19日・30日・31日日を除く）

◆電話相談 相談日のみ　167-3338

○市県民税（特別徴収） 11月分 12月10日
○固定資産税 ３期分 12月25日
○国民健康保険料 12月分 12月25日
○水道料金・下水道使用料 11月分 12月25日
○介護保険料 12月分 12月25日
○中央土地区画整理徴収清算金（分割納付第2回分）12月30日

12月３日（水）・９日（火）・15日（月）・21日（日）・
25日（木）・31日（水）・１月１日（木）・６日（火）

斎場のお休み 市民課　1内線105

今月の納期（お支払いは便利な口座振替で）

相 談 コ ー ナ ー（12月分）

３市１町合併に関する意向調査のＰＲ、及び投票
率向上のため標語（キャッチフレーズ）を募集します。
◆募集対象 ３市１町に在住及び在勤の人
◆締め切り 12月15日（月）必着
◆選　　考 優秀作品３点を選考し、優秀作品には

５千円の図書券を贈呈します。
◆意向調査 １月25日（日） 7時～20時
・方　　法 通常選挙と同様の投票方式
・調査項目 合併について、「賛成」「反対」
「どちらともいえない」のうち１つを、また、
新市の名称について、「土岐川」「陶都」「桔
梗」「東濃」「織部」のうち１つを選択。

◆使用方法 優秀作品に選ばれた標語（キャッチフ
レーズ）は、次のＰＲ活動に使用します。
・配布用の啓発物品に標語を印刷
・協議会だより特集号に記載
・防災行政無線や宣伝車によるＰＲ
・チラシ等に記載、その他ＰＲに使用

◆応募方法 直接または、はがき、封書、ＦAＸ、
メールにより事務局へ提出してください。
１人で複数点の応募も可能です。

◎問合せ 東濃西部合併協議会事務局
〒509-5121 土岐市土岐津町高山４番地
セラトピア土岐内　153-4300 FAX53-4301
Ｅ－mail：gappei@ob.aitai.ne.jp

住民意向調査（１月25日実施）については18歳以
上の永住外国人の方にも投票を行っていただくこと
としておりますが、一般選挙と同様に投票資格者名
簿の確認のため、投票資格届出をお願いしています。
投票意思のある方は、投票資格届出書に必要事項

を記入の上、市役所選管事務局または最寄りのコミ
ュニティーセンターまでお届けください。
◎問合せ 選挙管理委員会　1内線272

合併意向調査キャッチフレーズ募集

永住外国人の方の資格届出を

市営住宅入居者募集 管財課
1内線324

（水）
（木）
（木）
（木）
（木）
（火）



健康だいすき 
ヘルスインフォメーション　保健センター　1６７－２７００ 

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町1丁目1番地  168-2111  http://www.city.mizunami.gifu.jp/index.html

新 首 都  

「東京から東濃へ」 

広報みずなみは、最新３号（全ページ）が、瑞浪市ホームページでご覧になれます。 

健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物 

三種混合Ⅰ期初回予防接種 
　　　　　申し込み期限を延長します 

Q乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

第１子13時集合 
第２子以上は 
13時45分～ 
　 14時15分受付 

12時30分開始 

15時開始 

９時～11時 

受付9時50分～10時 
 (終了は11時30分） 

12月16日（火） 

12月18日(木) 

12月12日（金） 

12月19日(金)

平成15年８月生まれ 

平成14年12月生まれ 

平成12年12月1日～ 
12月15日生まれ 

平成12年12月16日～ 
  12月31日生まれ 

母子健康手帳 

母子健康手帳 
お茶 

母子健康手帳 
歯ブラシ・コップ 

母子健康手帳・早朝尿（50cc） 
歯ブラシ・コップ 
＊保護者の歯科健診等 
同時に実施します。 

母子健康手帳 
タオル・コップ 

　上記予防接種の申し込み期限を12月19日（金）まで延
期します。該当者でハガキを提出されていない方は、
至急保健センターへ申し込みください。 
　詳細は、広報みずなみ11月１日号をご覧ください。 
　今回の期限を過ぎれば申し込みはお断りします。 
　すでに申し込みをされている方は、早目に医療機関
へ電話予約してください。 
　なお、三種混合Ⅰ期追加の申し込みについては２月
１日号に掲載します。 

「ふれあい健康教室」参加者募集！ 

　みんなで楽しみながら、ゲームや作品づくりなどを行っ
ています。障害があり、あまり外出ができない方など
一度見学に出かけてみませんか。 
対象者　脳卒中等の後遺症を有する方で、日常生活に

おいて排泄等の介助を要しない方 
　　　　また、原則として介護保険のサービスをうけ

ていない方 
内　容　講話・レクリエーション・作品づくり等 
場　所　ハートピア（市民福祉センター） 
回　数　月１回 
時　間　９時30分～11時30分 
　　　　＊ 随時、参加申し込みを受け付けます。 
◎申込・問合せ　保健センターへ 

「世界エイズデー」について 

　12月１日は、「世界エイズデー」です。 
　今年のテーマは、“「エイズ」を知ろう、話そう、
予防しよう”です。 
　エイズの感染者患者は、全世界中で増え続け、日本
でも患者・感染者が増加しており、社会的問題となり
つつあります。 
　エイズに関する正しい知識をもち、エイズのまん延
を防止するとともに、患者・感染者に対する差別・偏
見の解消を図ることを目的として、毎年12月１日を世
界エイズデーとして啓発活動が行われています。 
　東濃地域保健所では、エイズ検査を実施しています
ので、心配なことがある方などは、是非ご利用ください。 
　毎月第１・３水曜日　午前11時～11時30分（予約制） 
＊心配な出来事があってから３ヶ月経過していないと
検査が出来ません。 

＊検査結果は、１週間後に面接にて行います。 
　東濃地域保健所（総合庁舎内）　健康増進課　 
　　　123-1111（内線362） 

献血にご協力ください 

＊長年に亘り献血にご協力頂いている㈱ヨータイ瑞浪
工場が、平成15年度献血推進功労者岐阜県知事表彰
を受けられました。 

場　所 
中京高等学校 
ユニー瑞浪店 

瑞浪精機株式会社 
瑞浪市役所 

日にち 
12月16日（火） 

 
12月19日（金） 

時　間  
10:00～15:00 
10:00～11:30 
12:00～13:00 
14:30～16:00

４ヵ月児健康診査  

12月17日（水） 平成9年12月生まれ 6 歳 臼 歯 む し 歯  
予 防 教 室  

３歳児健康診査 
＊健診終了後希望者に
歯みがき教室を実施し
ます 

12月15日(月)
平成11年12月生まれ ４歳児はみがき教室 

平成11年６月生まれ ４歳６ヵ月児はみがき教室 

１歳すくすく教室  


